
地域再生基盤強化交付金事後評価 評価書 

 
１ 地域再生計画の名称 

魅力あふれる地域 あすの活力を育む うつのみやのまちづくり計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体 

  栃木県，宇都宮市 
 
３ 地域再生計画の区域 

宇都宮市の全域 
 
４ 計画期間 

平成１９年度～平成２３年度 
 
５ 評価主体 

宇都宮市 
 
６ 目標 

【概要】 
市道整備による工業団地等へのアクセス強化により，生産・産業地域と消費地域との

ネットワークの充実を図り，人・モノ・情報の地域間交流の活性化を図る。 

また，林道整備を行ない，既存民間林の間伐区域を拡大させることで，適正管理林の

増加と森林機能回復を促し，都市部と農山村間の交流促進，地域生活の質の向上，地域

環境改善及び林業等地域産業の活性化を図る。 

 
 
（目標１）市街地から各地域間までのアクセスの向上 

・宇都宮上三川ＩＣから清原工業団地間（走行時間約３分間短縮） 
・宇都宮工業団地から鹿沼工業団地間（走行時間約３分間短縮） 
・上河内スマートＩＣから中心市街地間（走行時間約５分間短縮） 

 
（目標２）森林整備による地域環境の改善 

・利用区域内における森林整備面積を５％増加 
 
（目標３）観光入込客数の増加 

・宇都宮市観光入込客数を従前値より５％増を図る 
 
（目標４）企業による立地促進 

・テクノポリスセンター地区の分譲率１００％誘致完了を目指す 
 



７ 地域再生基盤強化交付金を活用した事業 

①事業主体 
宇都宮市 

 
②施設の種類 
市道，林道 

  
③総事業量及び総事業費 

施設の種類 整備延長（ｋｍ） 総事業費（千円） 
市道 ２．６ ９４０，５６７ 
林道 ０．９ ２８，２２４ 

 
 
８ 目標に対する評価 

（目標 1）市街地から各地域間までのアクセスの向上 
 
・宇都宮上三川ＩＣから清原工業団地間 

目標：走行時間約３分間短縮（市道５３４０号線） 
実測：事業中であるため未測定 

 
・宇都宮工業団地から鹿沼工業団地間 
目標：走行時間約３分間短縮（市道８１１号線） 
実測： 

走行平均時間（分） 調査結果 
事前調査（Ｈ１９） 事後調査（Ｈ２４） 短縮時間（分） 

３７ ３４ ３ 
評価：目標を達成 

 
・上河内スマートＩＣから中心市街地間 

目標：走行時間約５分間短縮（市道１３３７１号線） 
実測： 

走行平均時間（分） 調査結果 
事前調査（Ｈ１９） 事後調査（Ｈ２４） 短縮時間（分） 

２９ ２５ ４ 
評価：目標を概ね達成 

 
  



（目標２）森林整備による地域環境の改善 
目標：利用区域内における森林整備面積を５％増加 

（林道矢白線利用区域内森林９８ｈａの５％→４．９ｈａ） 
実測： 

森林整備面積（ｈａ） 調査結果 
事前調査（Ｈ１９） 事後調査（Ｈ２４） 整備増加面積（ｈａ） 

１．６ １４．８ １３．１ 
評価：目標を達成 

 
（目標３）観光入込客数の増加 
目標：宇都宮市観光入込客数を従前値より５％増を図る 

（平成１８年度観光客入込数１３，２０２，７００人の５％→６６０，１３５人） 
実測： 

観光客入込数（人） 調査結果 
事前調査（Ｈ１８） 事後調査（Ｈ２４） 増加人数（人） 
１３，２０２，７００ １３，１４４，５００ －５８，２００ 

評価：目標を下回った 
 
（目標４）企業による立地促進 
目標：テクノポリスセンター地区の分譲率１００％誘致完了を目指す 
実測： 

分譲率（％）【事後調査（Ｈ２４）】 
６０ 

    ＊分譲率については,UR 所有地に限る 
評価：目標には届かなかった 

 
９ 総合評価及び今後の方向性 

本計画の事業である市道や林道の実施により，工業団地や中心市街地への交通の円滑

化や利便性の向上，森林整備による地域環境の改善が図れたことから，おおむね目標は

達成することが出来た。 

今後は，未完了道路の事業を進め，更なる道路ネットワークの充実により，事業効果

の発現を図りたい。 
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